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研究成果の概要（和文）：世界の大市場となっている日中韓の関係、そして世界の新市場として重要度を増し近
年関係が増大しているアフリカと日本との関係、今日、この重要な両関係をつないで複合対象とし、日本都市・
中国都市・韓国都市に流入し近年のグローバル化を具現して活発に活動するアフリカ人の生活動態を、反対の東
アジアからアフリカへという方向も考慮に入れて、調査・研究し発表した。日中韓の都市（東京・大阪・名古
屋、広州、ソウル・アンサン中心）でのアフリカ人の動態についての研究を、20本余りの論考を中心として公表
し、韓国で開催の国際アフリカ研究の学会でも日本のアフリカ学会の承認・助成を得て、本共同研究の成果を発
表した。

研究成果の概要（英文）：The main targets of our co-operative research was to study relationship 
among China,Korea and Japan which have become one of the world's biggest economic powers,and was at 
the same time to study relationship between Japan and Africa which has been becoming a new world big
 economic market. So,we researched,the active movements and economic activities of Africans, as 
realizers of globalization,in three conrtiries,especially in Tokyo,Osaka,Nagoya,Kwantzhou, Seoul and
 Ansan in Asia. We studied above those sientific items and themes and published so many articles and
 oral deliveries in the academic meetings of Associations of African Studies and Anthropological 
Studies etc..At last,as one of the valuable academic achievements, we participated in African 
Studies Intenational Meeting held at Korean University of Foreign studies in Seoul and,we might say,
we succeeded in revealing our research fruits to Asian countiries and the world as well.    

研究分野：文化人類学　アフリカ地域研究
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１．研究開始当初の背景 
世界の大市場となりつつある中国と日本
との関係、そして世界をリードする技術をも
ち経済発展著しい韓国と日本との関係、さら
に世界の新たな市場として重要度を増し近
年その関係が増大しているアフリカと日本
との関係、今日、欠くことのできないこの重
要な両関係をつないで複合対象とし、日本都
市・中国都市・韓国都市に流入し近年のグロ
ーバル化を具現して活発に活動するアフリ
カ人の生活動態があり、これを調査・研究す
る必要性に迫られていた。 
また、これまでまったく調査されてこなか
った中国都市・韓国都市のアフリカを含んだ
国際性の事態調査を、アフリカ人の流入・移
民のパースペクティブから、都市人類学とし
て研究する必要性が高まっていた。 
 
 
２．研究の目的 
上記のような時代・社会背景のもと、東ア
ジア内の中国と韓国と日本との関係を考え
るという目的をまず持つ。さらに、新たな世
界市場として重要度を増し近年その関係が
増大しているアフリカ人の、日本国内や東ア
ジアへの無視できない大量の流入がなされ
ている大きなディアスポラ動態を、考察する
という目的をもつ。つまり、今日、この重要
な両関係をつないで複合対象とし、日本都
市・中国都市・韓国都市に流入し近年のグロ
ーバル化を具現して活発に活動するアフリ
カ人の生活動態の調査・研究から、今までに
ない新たな「アジア・アフリカ都市間の相互
移動の人類学」つまり「アフラシアの相互移
動の都市人類学」を推進することを本共同研
究の重要な複合目的とする。 
本研究によって、日中アフリカ間でアフリ
カ人が｢主語｣となった往復・反復的な大量の
移動活動が明らかにされ、アフリカや南側世
界に付された歴史的「暗黒」概念を払拭し、
新たな多地域・多元的な共生モデルを提示す
ることを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
アジア・アフリカ関係のなかで、バンコッ
クや香港、シンガポール、東京・名古屋・京
阪神などの各都市にも、多くのアフリカ人が
移動・滞在・定着しているが、近年、中国都
市への流入、特に広東省の諸都市（広州、深
圳、香港）、その中でもとりわけ広州へのア
フリカ人移入（20 万人）が突出して大きい。
また、韓国はアジアのすでに経済発展した国
である日中韓のうち外国人労働者政策で最
も開放的政策に踏み切っており、その外交方
針と国際社会の形成では一歩先をいってい
る。こうして、日本都市(東京・名古屋・京

阪神の三大都市圏)と中国都市（広州、深圳、
香港）と韓国都市（ソウル、アンサン）での
アフリカ人の活発な商業活動と大量で積極
的な営為を具体的にフィールドワークによ
り調査していく。こうして、アフリカ－中国
の相互関係とアフリカ－韓国の相互関係と
アフリカ－日本の相互関係を複合的に調査
し、今までになかった「日中韓とアフリカを
結ぶアフラシアの相互移動の都市人類学」研
究を推進する、という方法をとった。さらに
日中韓だけではなく、中継点などをも視野に
いれ、東南アジアをも含んだアジア全体に視
点を広げて、アフリカからアジア全体にどれ
だけアフリカ人の来訪・移住による交流があ
るかを調査・研究し、次の研究発展につなげ
る展望をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
中国と韓国と日本のなかで、アフリカ人人
口を最も多く誇るナイジェリア人（特にイボ
人）の生活動態については、松本尚之、栗田
和明、和崎春日を中心に、調査研究を着実に
進め、論文等で発表した。 
フランス語を喋るアフリカ人たちは、イス
ラームとの関係もあり、特色ある集合形態を
もっている。そこで、西アフリカのフランス
語系のセネガル人、コート・ジヴォアール人、
マリ人、ギニア人、カメルーン人たちは、商
業活動や音楽芸能活動で、日中韓国アジアに
展開しており、その特色あるディアスポラ動
態を追及した。 
特に、三島禎子は、西アフリカの商業民セ
ネガル人の国際移動と人口動態を「アフリカ
人商業民の歴史的・地理的展開について、                                                
パリデカルト大学人口開発研究センターと
の連携（CEPED：Centre pour l’étude de la 
Population et le Développement）を長年も
って、アフリカ人移民特にソニンケ商業民を
めぐる研究発表と諸外国の研究者との研究
交流を促進させた。 
松本尚之は、在日ナイジェリア人の経済活
動に関する調査研究（服飾業を中心に）を、 
アフリカ系移民（主に在日ナイジェリア人）
と故郷の関係に関する調査研究として推進
した。特にアフリカ系移民と故郷の王制・首
長制との関係については、詳細な研究調査を
おこなった。日本国内における調査では、主
に首都圏および大阪において調査を実施し、
その成果として、2017 年度内に 2つの論文が
印刷中（栗田和明共同研究員が編集する論文
集と、韓国外国語大学の論文集）である。中
国における調査では、中国広州のアフリカ人
教会を訪問し、香港における予備調査を実施
した。 
栗田和明は、香港、広州、シンガポール、 



バンコックでのアフリカ人の生活動態の研
究を深め、特に 10 年来の広州でのアフリカ
人（タンザニア人、とくにニャキュサ人を中
心に）の生活共同の通時的・歴史的分析をお
こない、これを理論化して、アフリカ人の海
外移動についての時間的集合モデルを、諸発
表や書物で公表し、共同研究に貢献した。 
嶋陸奥彦は、韓国語を理解する共同研究者
であり、韓国人アフリカ研究者の韓ゴンズの
韓国アフリカ学会の学会誌『アフリカ学会
誌』27 集 2008 年に掲載された「本国に帰還
したアフリカ移住労働者の社会文化的適応
とアイデンティティに関する研究－ガーナ
とナイジェリアの労働者を中心に」の韓国語
で書かれた全文を、日本語訳にして、共同研
究者に資料として提供し共同研究に貢献し
た。2016 年度には、共同研究者のなかで、韓
国語情報からいち早くアンサン市における
アフリカ人運動会の情報を得て、これをフォ
ローしてフィールド調査を実施した（報告は
2017 年度）。 
田中重好は、こうしたアジアにおける人的
交流を、とくに災害などの緊急事態に際して
の協働性をめぐって、共同性や公共性への理
論へと昇華する作業を繰り返しおこない、精
力的な論文・書物の発表をおこない、とくに
社会学における近年のメインテーマ「公共
圏」の理論化へと本共同研究の国際交流を発
展させた。 
長坂康代は、共同研究 3年目に共同研究者
となりベトナムでのアフリカ人の行動調査
を先導し、代表者・和崎の調査を流暢なベト
ナム語での現地でのコミュニケーションを
通じて、共同研究をサポートし諸発表をおこ
なって共同研究に貢献した。 
連携研究者の中では、とくに渋谷鎮明が、
観光をめぐる人口の国際移動を追及し、日中
台韓の東アジアにおけるインバウンドとア
ウトバウンドの人口移動を研究し論考を発
表した。若林チヒロは、論考としての共同は
なかったが、医療福祉の専門分野から共同研
究会において、在日アフリカ人のＨＩＶ予防
や日本からの帰国アフリカ人とその日本人
家族の健康問題についての貴重な資料を提
供した。また、奈倉京子は、漢人華僑の人口
動態研究から、在外国居住者と人々の共生の
研究を深めその理論的な考察を論文に発表
して、共同研究に貢献した。 
私たちのこの共同研究の共同成果発表で
は、在アジア・アフリカ人をめぐる共同研究
の成果として、代表者・和崎春日と共同研究
者・松本尚之、および同・栗田和明は、共同
研究を代表し、日本アフリカ学会の公的な研
究への承認と助成を得て、2015年10月には、
韓国アフリカ学会事務局がある韓国外国語
大学校にて開催されたアフリカ国際学会

「 Crossing and Hybridity in African 
Societies and Cultures, The Fifth IAS 
Humanities Korea (HK) International 
Conference,」第 5 回国際大会に参加して研
究発表を行った。共同研究者・嶋陸奥彦も、
オブザーバーとして参加し、在日中韓アフリ
カ人の生活動態に関する意見交換と情報交
換を行い共同研究に貢献した。 
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